
  

 

 

 

 

 

第４章 戦略目標と 

アクションプラン 
 

 

１. 施 策 の 体 系 

２. アクションプラン 

３. 新 た な 挑 戦 
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第４章 戦略目標とアクションプラン 

１. 施策の体系 

≪施策の体系≫ 
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２. アクションプラン 

課題解決のための現実的、具体的な戦略目標と施策「アクションプラン」を次に掲げます。 

「水質管理を徹底し、いつでも良質で安全なおいしい水を供給できる水道を目指します」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本方針１ 安全でおいしい水の供給 
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1-1 水質管理の徹底 

① 水安全計画の運用管理 【継続】 

「水安全計画」に基づく安全な水の供給を確実にする水道システムの構築により、水源から

お客様が管理する蛇口（貯水槽水道を含めた）に至るまでの水質管理の徹底を図ります。ま

た、受水槽の無料点検を継続し、給水装置の維持管理について指導・助言を行い、各種広報

媒体を通じて積極的に衛生管理の徹底を促します。さらに、中核市指定に伴い市保健所が設

置されたことで、よりきめ細やかな情報共有を行うことで連携を強化します。 

 

② 放射性物質情報の充実 【継続】 

放射性物質による水道水への影響については、福島県が策定した計画に基づき県が実施さ

れる定期的な検査により、水道水の安全性が確認されています。放射性物質の検査結果につ

いては、水道局のホームページによる情報提供を継続し、お客さまに分かりやすいきめ細や

かな情報提供に努めることで、水道水を安心して利用できる環境を整えます。 

③ 鉛製給水管の早期解消 【継続】 

鉛製給水管については、鉛の毒性、蓄積性から、平成１５年４月の水質基準改正により水道

中の鉛濃度に関する基準が強化されています。鉛製給水管のほとんどは老朽鋳鉄管（ＣＩＰ）

に接続されていることから、老朽管更新事業の推進により早期解消に努めるほか、老朽給水

管取替工事の実施や鉛製給水管取替工事補助金交付制度を改定し、解消促進に取り組みます。 

 

 

 

 

 

水安全計画 

水源から蛇口まで 

統合管理 

 

水源管理 

水質検査 

浄水管理 

配給水管理 
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1-2 上水道未普及地域対策 

① 民営簡易水道組合統合の推進 【継続】 

民営簡易水道組合の統合は、施設の老朽化や水質悪化、担い手不足など管理上の問題を抱え

ているため、平成元年度より計画的に施設整備を実施し、順次上水道への統合を図っていま

す。現在未統合となっている組合は、西部地区に集中しており、既に統合協定を締結してい

る組合への施設整備を実施し、早期統合に努めるほか、各組合の上水道統合への意向や緊急

性など、優先度を考慮した整備計画に基づき上水道統合を推進します。 

 

  名称 給水開始年月 計画給水人口 進捗状況 

1 南林 昭和 31 . 3 790 統合済 

2 新町小楢 昭和 34 . 4 500 統合済 

3 佐原第一 昭和 34 . 11 500 統合未定 

4 土船 昭和 36 . 10 800 統合予定 

5 桜本 昭和 39 . 4  270 統合済 

6 大平 昭和 33 . 4 200 統合予定 

7 富山 昭和 53 . 4 100 統合未定 

8 林ノ内 昭和 31 . 5 65 統合済 

② 未給水地域解消の推進 【継続】 

給水区域内の上水道が整備されていない上水道未普及地域において、施設整備に対する経

済性や緊急性などを考慮した計画的な解消に努めるほか、配水管布設工事助成制度による解

消促進に取り組みます。 

 

 

戦略目標 アクションプラン 指標 

数値 

現状 

H26 

目標  

R7 

１ 水質管理の徹底 

① 水安全計画の運用管理【継続】 ― ― ― 

② 放射性物質情報の充実【継続】 
提供方法数 

（媒体数） 
1 4 

③ 鉛製給水管の早期解消【継続】 
鉛管給水管率 

PI:A401（1117） 
0.9 

0.0 

（H29目標） 

２ 
上水道未普及地域

対策 

① 民営簡易水道組合統合の推進 

【継続】 

対象組合統合率

（6組合） 
― 100.0 

② 未給水地域解消の推進【継続】 
給水普及率 

PI：B116（2006） 
98.7 100.0 

PIについて・・・（）内は 2005年版 PI 
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「適切な施設管理と維持管理の強化に努め相互応援体制の確立を図り、災害に強い水道を目指

します」 

 

 
 

 

 

 

基本方針２ 災害に強い水道の構築 
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2-1 施設更新と維持管理の強化 

① 老朽管更新の推進 【継続】 

拡張期に整備してきた大量の水道管が耐用年数（４０年）を超えはじめ、全国の水道事業体

において、老朽管の破損が原因で起こる事故が相次ぎ、道路陥没に限らず、破断、漏水など、

水道クライシス（危機）の始まりが、共通した課題として挙げられています。この課題への

対策として、アセットマネジメント（中長期的財政収支に基づく資産管理）の手法を用いた

管路の更新計画に基づき、更新需要の平準化（年間更新率１.０％）を目指した老朽管更新を

推進するほか、ビニール管（ＶＰ）などの非金属管の漏水事故も増加傾向にあることから、

漏水修繕実績の分析･評価を踏まえるとともに、ＡＩを用いた水道管劣化診断予測を加えた更

新計画の見直しを随時行い､効率的な事業推進に努めます。また、基幹管路における老朽ダク

タイル鋳鉄管（ＤＩＰ－Ａ形）の更新を推進することで、令和７年度までに基幹管路におけ

るレベル２耐震適合率１００％を目指します。 

 

配水幹線更新工事 
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管路の更新計画概略図（１００年）

PE

PP

ACP

HI-VP

VP

SSP

NCP

SGP

SP

DIP

CIP

概算額

2014/6/27
単位：ｍ 単位：円

年間事業費：約17.7億円 年間更新延長：約15.9㎞

アセットマネジメントに基づく更新 

更新期間１００年（平準化） 

管路の整備状況（90年間） 

総延長 約 1,590 ㎞ 



  

31 

ふくしま水道事業ビジョン 

② 水道施設の計画的更新 【継続】 

管路施設以外の水道施設においても老朽

化による水道クライシス（危機）としての課

題は同様であります。配水池・ポンプ施設・

減圧弁・電気計装設備などの水道施設全般の

健全性を維持するため、アセットマネジメン

トに基づき、計画的な施設更新に取り組みま

す。 

 

 

 

③ 水道施設情報管理システムの効果的運用 【変更】 

水道施設情報管理システムは、分散されている膨大なデータの一元化を図り、知識・技術を

次世代へ継承するために構築しました。本システムの構築により、一元管理を図ることが可

能となり、水道施設の維持管理や更新投資を効果的に行えるほか、携帯端末（タブレット）

の活用により、庁舎内外をリアルタイムで結ぶことで、災害時も含め業務効率の飛躍的向上

を図ります。また、今までの業務遂行方法を見直し業務全体の最適化を図ることで、経費縮

減を目指します。さらに、新たなＩＣＴ技術の導入によるシステムの機能性や利便性の向上

を図り、さらなる業務効率向上のための調査・研究を行います。 

④ 水道施設の延命化・長寿命化 【継続】 

老朽管の更新需要の平準化（年間更新率１.０％）を図るためには、現行施設の長期活用が

求められることとなります。耐震性能に優れた溶接鋼管（ＳＰ）は、経年劣化による腐食に

より漏水が増加傾向にあることから、水管橋などの塗装替えによる定期的なメンテナンスの

実施、軌道敷などを横断する推進部への管路更生や電食防止器具整備によって腐食を抑制す

ることにより、延命化を図り長期活用に努めます。また、新技術・新資材の活用による施設

の長寿命化について検討し、経済性の向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

弁天山配水池耐震化更新工事 
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⑤ 配水施設の管理強化 【継続】 

施設保全のため、電気計装・機械設備の点検や配水池清掃に関する事項を定める「施設保全

管理計画の策定」に基づき、施設の安全性を高めるとともに、管理状況を反映した更新計画

の見直しにより、効率的な施設運営に努めます。また、配水池ごとに水系ブロックを設定し、

適切な水圧・水質による供給に努めていますが、より快適に水道水をご利用いただくため、

水圧・水質の監視を継続的に実施・検証し、更なる安定供給に向けた水系ブロックの最適化

に取り組みます。 

水系ブロック概要図 

すりかみ浄水場

阿
武
隈
川

浅川

南部減圧

南部直送

蓬莱

茶臼森

桜台

南向台
大波

朝日舘
金剛山

中央部
直送

富山

北部直送

北部減圧
（中野）

北部

北部減圧
（平野）

北部減圧
（宮代）

山神

渡利

飯野第３

飯野減圧

飯野直送

中央部
減圧

福島駅

北部系

中央部系

鳥川系
鳥川

南部系

飯野系

荒 川

信夫山

上名倉

松 川

摺
上
川

舘ノ山

舘ノ山
減圧

清水町

北部配水池

中央部
受水池

南部受水池

飯野受水池

鳥川配水池
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2-2 水道施設の機能強化 

① 施設耐震化の推進 【継続】 

水道施設の技術的基準を定める省令により、水道施設更新の際に備えるべき耐震機能が明

確化され、「水道施設耐震化基本計画」に基づく耐震化の最終目標（１００年後）に向けて、

施設更新に併せた効率的な耐震化の推進に努めます。耐震化の短期目標については、令和７

年度までに基幹管路における老朽ダクタイル鋳鉄管（ＤＩＰ－Ａ形）を耐震性能に優れた管

路（ＮＳ形、ＧＸ形などの抜け出し防止機能付伸縮型）へ更新するほか、水管橋など耐震補

強を施すことで、基幹管路のレベル２

耐震適合率１００％を目指します。 

また、供給の要となる受水池・配水

池などの基幹施設においても、東日本

大震災規模の地震発生時に、機能を損

なわず供給できるようにするため、施

設の耐震化を行います。この耐震化を

推進することで、令和７年度までに廃

止予定施設を除いた基幹施設におけ

るレベル１耐震化率１００％を目指

します。 

 

 

② 水運用機能の強化 【継続】 

水系ブロックを構築している配水池や管路の施設能力と稼働状況を分析し、水系ブロック

間の相互融通についてシミュレートすることで、非常時における水運用のバックアップ計画

を策定します。また、重要施設におけるバックアップ機能の強化について検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水管橋簡易耐震補強工事 



  

34 

ふくしま水道事業ビジョン 

2-3 災害対策の強化 

① バックアップ機能の強化 【継続】 

災害直後に必要となる飲料水（１人１日３ℓ）は、主要な配水池などへの緊急遮断弁の整備

が整ったことにより、市の総人口の３日分に値する水量が確保される計画にあります。震災

の経験から、確保した水の運搬を含めた応急給水について見直しを図り、自助・共助・公助

との連携による非常用飲料水の給水拠点の充実について検討します。また、被災時において、

破損した管路を速やかに復旧し、断水期間の短縮に繋げるため、備蓄資材の適正配置や、災

害時における非常用電源の確保を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 相互応援体制の充実 【継続】 

広域的な大規模災害が発生した際、「水道局防災計画」に基づく、計画的な応急給水活動及

び応急復旧活動を実行するため、独自に他事業体と相互応援に関する協定などを締結するこ

とにより、災害時の支援・協力体制のさらなる充実を図ります。また、隣接する水道事業体

との連絡管整備など、緊急時における広域的な相互融通の体制構築について検討します。 

応急復旧訓練風景 

職員派遣 
資材調達 
合同訓練 
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③ 災害対策計画の充実 【継続】 

「水道局防災計画」に基づき、あらゆる災害に対する組織体制をさらに明確にし、発災時の

初動体制を迅速かつ的確に行うとともに、適切な災害対応が実施できる体制の構築と各種マ

ニュアルの改訂を図り、定期的な防災訓練との連携による職員の災害対応力の向上に努めま

す。 

また、世界規模で新型コロナウイルス感染症が拡大し、国内においても大きな影響を受けて

いる中、感染予防策に対する十分な知識を身につけ、適切な予防方法の選択を行うことはも

とより、感染拡大を防ぎ水道事業を継続し続ける必要があるため、感染症対策マニュアルを

策定します。 

 

 

戦略目標 アクションプラン 指標 

数値指標 

現状 

H26 

目標  

R7 

１ 
施 設 更 新 と 維 持 

管理の強化 

① 老朽管更新の推進【継続】 
管路の更新率 

PI:B504（2104） 
0.23 

1.00 
R2以降 

維持する 

② 水道施設の計画的更新【継続】 
更新進捗率 

（事業費ベース） 
― 100.0 

③ 水道施設情報管理システムの整

備【新規】 
整備進捗率 ― 100.0 

④ 水道施設の延命化・長寿命化 

【継続】 

管路更生進捗

率 
― 100.0 

⑤ 配水施設の管理強化【継続】 

設備点検実施

率 

PI:B117（5110） 

438 438 

２ 水道施設の機能強化 
① 施設耐震化の推進【継続】 

基幹施設（L1）

耐震化率 

基幹管路（L2）

耐震適合率 

64.3 

 

87.9 

 

99.2 

 

100.0 

 

② 水運用機能の強化【継続】 ― ― ― 

３ 災害対策の強化 

① バックアップ機能の強化【継続】 

応急給水施設密度 

（給水拠点密度） 

PI:B611（2205） 
5.1 5.1 

② 相互応援体制の充実【新規】 都市間協定数 ― 2 

③ 災害対策計画の充実【継続】 ― ― ― 

PIについて・・・（）内は 2005年版 PI 
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「お客さまニーズの把握と健全経営に努め、持続可能な水道経営を目指します」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本方針３ 持続可能な水道経営 



  

37 

ふくしま水道事業ビジョン 

3-1 経営基盤の強化 

① 戦略的経営の推進 【継続】 

水需要の確実な減少に伴う料金収入の減収と施設の更新費用などの増大により、厳しい財

政状況が見込まれるなか、中長期的な視点に立った「水道事業経営計画」を策定し、戦略的

な経営を推進するとともに、環境の変化に対応した事務事業の見直しを行い、経営の効率化

と透明性の向上を図り、経営基盤の強化に努めます。また、企業団からの本格受水以降、廃

止された水源地や加圧ポンプ所などの遊休資産については、引き続き財政状況を見極めなが

ら計画的に解体撤去を進め、売却処分や貸付など、その資産の特性（規模や地理条件等）に

応じた最も効果的な手法による適正な資産管理の推進により、更なる経営基盤の強化に努め

ます。 

② 業務の品質管理強化 【継続】 

委託業務が多様化するなか、客観的・定量的に評価する評価基準を定めた委託業務評価制度

の導入を検討し、適正な履行の確保と業務品質の向上の両立を図ります。また、新技術の導

入や上位機関からの指導などに即応した設計マニュアルや共通仕様書の改訂、受注者への成

績評価を通知開示することで受注者のレベルアップを図り、適正な工事・委託の執行により、

成果品の品質向上に努めます。 

③ 水需要減少への対策 【継続】 

水道料金収入の減少が見込まれるほか、大口使用者が経済性の観点から上水道から地下水

へ転換することにより、水道経営に大きな影響を及ぼすことが懸念されるため、個別需給給

水契約制度の実施により、上水道離れの抑制を図ります。加えて、新型コロナウイルス感染

症の影響により、分野ごとの水需要に大きな変化があることから、水需要の精査・分析を行

い、変化した水需要に対して適切に対応します。また、ペットボトル

「ふくしまの水」を活用し、安全で良質な水道水であることを多くの

お客さまへ認識していただき、利用促進に努めるほか、新たな水需要

喚起に向けた取り組みを検討します。さらに、水需要の減少傾向に対

し、過大な施設規模とならないよう、将来を見据えた「水運用基本計

画」の見直しを図り、ダウンサイジングによる施設規模の最適化に取

り組むほか、配水池など施設の統廃合についても検討します。 

④ 有効率の向上 【継続】 

老朽管が増加するなか、有効率の向上を実現するには、より効率的な取り組みが求められる

ことから、漏水等修繕実績の分析・評価を踏まえた効果的な漏水調査の実施、ＩＣＴ技術等

を利用した新しい調査手法の検討・導入などにより、漏水の早期発見・早期修繕に努め、漏

水量を抑制し、有効率及び有収率の向上に努めます。また、管路更生などの延命化や老朽給

水管（ＣＰ）の漏水対策の検討、夜間最少流量の監視などといったハード・ソフト両面から

のアプローチを含めた戦略的な維持管理の強化に取り組みます。 

福島駅西口に設置された 

ももりんウォーター 
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⑤ 上水道加入の促進 【継続】 

自家用水道から上水道へ切替える際の初期費用軽減のため、「給水管布設工事助成制度」、

「資金融資あっせん制度」の活用による上水道加入を促進してきました。今後は、「給水管布

設工事助成制度」を発展させた「配水管布設工事助成制度」の創設、「資金融資あっせん制度」

の見直しとともに、水道加入金減免制度（限定２年間）を設けることにより、自家用水道利

用者の更なる上水道加入を促進します。また、これらを積極的にＰＲするため、戸別訪問に

取り組みます。 

 

⑥ 幅広いサービスへの挑戦 【継続】 

料金支払方法拡充の検討（取扱い金融機関の拡充、クレジットカード支払いの導入検討）や

お客さま対応マニュアルの徹底などにより、お客さまに対する利便性の向上を図るとともに、

外国人や障がいのあるお客さまを想定した広報や窓口対応など、幅広いサービスにも取り組

みます。 

 

融資あっせん制度対象範囲図 
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3-2 組織力の強化 

① 人材の育成 【継続】 

水道局の人材育成基本方針に基づき、技術やサ

ービス水準を確保し、水道水の安定供給を持続

するため、専門的知識や技術を持った職員の育

成と公営企業職員として経営感覚を兼ね備えた

職員の育成を重視し、次世代への持続可能な水

道運営の継承を図ります。また、多様化するお客

さまニーズへの対応や災害などの緊急時に速や

かに対処するため、幅広い知識と対応能力の向

上など職員の資質向上を目的とする研修を積極

的に取り入れた人材育成を図ります。 

② 組織・体制の確立 【継続】 

民間委託の推進による少数精鋭を軸とした持続可能な組織体制を構築するため、適切な人

材配置を図るとともに、お客さまサービスの向上を目指した業務マニュアルや文書管理の改

善、職員提案制度の導入を検討します。また、職員の働きやすい職場環境の整備に努め、士

気と効率性の高い組織をつくります。 

③ 官民連携による技術力向上 【継続】 

安全・安心で安定した水道水を使用してもらうためには、法令などに則った適正な給水装置

工事が行われなければなりません。そのため、指定給水装置工事事業者を対象とした知識や

技術の取得、法令などの遵守を指導する講習会を開催するとともに、優良指定給水装置工事

事業者などの表彰を実施し、指定給水装置工事事業者及び給水装置工事主任技術者の施工技

術の向上や意欲の高揚を図ります。また、平成３０年の水道法の改正により、指定給水装置

工事事業者に対し更新制度が導入されたことから、制度の趣旨に則り事業者の資質向上を目

的とした指導・助言を行

うなどの適正管理を行い

ます。さらに、職員の技術

革新への対応として、民

間技術の説明会などに参

加し、新たな知識や技術

を取得することで、更な

る技術力の向上に取り組

みます。 

 

  

講習会風景 

水道局内研修 
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3-3 戦略的広報広聴の推進 

① 広報広聴の充実 【継続】 

「福島市水道局広報プラン」に基づき、水道事業の現状や課題などの情報共有による透明性

の高い広報活動に努め、広報紙やホームページ、水道週間イベントなどを通じて、きめ細や

かな情報提供の充実に取り組むとともに、ＳＮＳの積極的な活用により、手軽にお客さまが

入手しやすい情報提供の方法について検討し、世代ごとに伝えたい内容を厳選した戦略的な

広報に努めます。また、お客さまの多様なニーズを把握し応えていくため、水道モニター制

度の充実を図るほか、定期的にお客さまアンケートを実施するなど、より広聴活動を推進し、

幅広い層のお客さまの意見集約に努め、お客さま本位の水道経営を目指します。 

② ペットボトル「ふくしまの水」の活用 【継続】 

良質な環境で育まれた水を水源とする水道水の安全性とおいしさについて、お客さまはも

とより多くの方々に理解と関心を深めてもらい、利用者に信頼され親しんでいただくため、

ペットボトル「ふくしまの水」を活用した様々なＰＲを推進し、水道水の利用促進に努めま

す。また、ペットボトル「ふくしまの水」の売り上げの一部を環境保全活動振興基金に充て

るなどの取り組みについて検討し、お客さま（購入者）や取扱企業（販売店舗など）との間

接的な共同参画による水源保全活動への展開を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売による PR イベントなどでの配布による PR 

災害時の支援物資としての活用 環境保全活動などへの活用 
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③ 水道出前教室水道出前講座の充実 【継続】 

水の大切さや水道事業への理解と関心を深めるため、小学生を対象とした水道出前教室、市

民団体などを対象とした水道出前講座を開催し、内容の充実を図り、引き続き水道事業に対

する理解の浸透に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道出前教室 水道出前講座 

3-4 水道事業の多様な連携の推進 

① 民間活力導入の検討 【継続】 

水道事業を取巻く環境の変化や人的資源の確保が難しくなるなか、少数精鋭による事業運

営を可能とするため、官民連携による技術面・経営面での各種ノウハウの有効活用を目的と

した官民交流のあり方について検討します。また、本市が抱える課題をＩＣＴ技術の活用に

より解決できるようにするため、民間事業等が保有する新技術の調査研究を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 広域的連携の検討 【継続】 

市町村経営を原則とする水道事業において、さらなる安定的・効率的な運営に努めるため、

より多面的な視点から近隣水道事業体との共通業務の共同化など、広域的連携を検討します。

また、将来にわたって持続可能な運営基盤を確保し、公平なサービスの提供とライフライン

としての責任を果たすため、様々な形態の広域化や民間活用を含む水道事業の連携形態につ

いて比較検討します。 
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戦略目標 アクションプラン 指標 

数値指標 

現状 

H26 

目標  

R7 

１ 経営基盤の強化 

① 戦略的経営の推進【継続】 ― ― ― 

② 業務の品質管理強化【継続】 ― ― ― 

③ 水需要減少への対策【継続】 

直接飲用率 

PI:C503（3112） 

水源利用率 

PI:廃止（1001） 

施設利用率 

PI:B104（3019） 

56.7 

 

76.0 

 

76.4 

 

70.0 

 

70.0 

 

70.0 

 

④ 有効率の向上【継続】 

有効率 

有収率 

PI:B112（3018） 

93.6 

89.0 

 

95.0 

91.0 

 

⑤ 上水道加入の促進【継続】 
給水普及率 

PI:B116（2006） 
98.7 100.0 

⑥ 幅広いサービスへの挑戦【継続】 ― ― ― 

２ 組織力の強化 

① 人材の育成【継続】 

外部研修時間 

PI:C202（3103） 

内部研修時間 

PI:C203（3104） 

9.3 

 

3.5 

 

11.0 

 

4.0 

 

② 組織・体制の確立【継続】 ― ― ― 

③ 官民連携による技術力向上 

【継続】 

指定給水装置事

業者講習会参加

率 

68.3 100.0 

３ 
戦略的広報広聴の

推進 

① 広報広聴の充実【継続】 

アンケート情報

収集割合 

PI:C502

（3203） 

4.0 4.2 

② ペットボトル「ふくしまの水」の

活用【新規】 

売上本数 

売上比率 

3,000  

27.2 

24,000 

40.0 

③ 水道出前教室・水道出前講座の

充実【継続】 

学校の受講率 

講座開催回数 

67.9 

2 

80.0 

8 

４ 
水道事業の多様な 

連携の推進 

① 民間活力導入の検討【新規】 ― ― ― 

② 広域的連携の検討【継続】 ― ― ― 

PIについて・・・（）内は 2005年版 PI 
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「良質な水道水の源となる水源を今後も保護しながら、自然環境への負荷低減を目指します」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針４ 地球にやさしい水道へ挑戦 
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4-1 水源周辺環境の保全 

① 環境保全活動の推進 【継続】 

良質で安全な水道水の源となる原水水質の維持に向けて、「福島市水道水源保護条例」の主

旨に則って、水源地域に関わる国、県、民間などの関係機関と連携し、お客さまとの協働に

よる水道水源保全活動を実施することで、水源保全の重要性に理解を深めてもらい、環境保

全の推進に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 民間活動支援体制の充実 【継続】 

環境保全の取り組みに関しては、幅広い方々の関与が必要であることから、環境活動支援・

振興のための補助金など、民間企業・団体などにおける環境保全活動を支援する共同の取り

組みを検討します。 

4-2 環境負荷の低減 

① 直結式給水の普及促進 【継続】 

直結給水方式は、小規模受水槽や貯水槽水道における受水槽・高置水槽の衛生上の問題解消

と、位置エネルギーの有効活用による動力需要（消費電力）の低減が期待されることから、

直結給水方式の適用要件の緩和により普及促進に取り組みます。また、既存の貯水槽水道の

直結給水方式への切替促進を図るため、受水槽の無料点検などを通じて、切替可能な対象施

設を調査し、情報提供による普及促進に努めます。 

水道水源保全活動 

配水池 

ポンプ無し／小型化 

（動力費の削減） 

滞留無し・衛生面向上 

 

＋動力 
位置ｴﾈﾙｷﾞｰ 

の有効利用 
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② 温室効果ガス排出量の低減 【継続】 

水道事業は多くのエネルギーを消費する事業であり、エネルギー関連法制度の対象事業体

であることから、エネルギー消費や環境負荷の少ない環境効率性・経済効率性の良い水道シ

ステムへの変革を行うことが求められています。今後は、温室効果ガス排出量の現状を数値

化し、環境負荷の少ない資材（ＰＥ管等）の計画的な採用や施設更新に併せたエネルギー消

費の少ない機器類の導入、資器材のリユースなど、環境負荷低減を意識した取り組みを検討

します。 

③ 再生可能エネルギー導入の促進 【継続】 

再生可能エネルギーへの取り組みは、発電事業者への資産提供を基本とした官民連携によ

る事業推進としながら、施設の高低差から生じる水の位置エネルギーを有効活用する小水力

発電の導入を促進するとともに、遊休資産（遊休地）の活用による太陽光発電の導入促進の

検討など、「チャレンジ２０５０ゼロカーボンふくしま市」を目指して、積極的に取り組みま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稼働施設 遊休資産 

小水力発電の拡充 

使用中の管路を利用 

（位置エネルギー） 

施設用地の活用 

太陽光発電の検討 

広大な平坦地及び 

山間部狭小地の 

土地・施設利活用 
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戦略目標 アクションプラン 指標 

数値指標 

現状 

H26 

目標  

R7 

１ 水源周辺環境の保全 
① 環境保全活動の推進【継続】 参加人数 ― ※4 200 

② 民間活動支援体制の充実【新規】 ― ― ― 

２ 環境負荷の低減 

① 直結式給水の普及促進【継続】 
直結給水率 

PI:A204（1115） 
97.6 ― 

② 温室効果ガス排出量の低減 

【継続】 

配水量 1 ㎥当た

り二酸化炭素

(CO2)排出量（g・

CO2/ｍ3) 

PI:B303（4006） 

22 17 

③ 再生可能エネルギー導入の促進 

【新規】 

水道施設におけ

る再生可能エネ

ルギー比率 ※5 

― 100.0 

PIについて・・・（）内は 2005年版 PI 

※4 屋外活動のため、震災後事業を休止 

※5 水道施設における再生可能エネルギー発電量／全水道施設の年間電力使用量×100 
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３. 新たな挑戦 ～未来へ繋げる水のバトン～ 

安全でおいしい水道水を絶やすことなく、お客さまに信頼される水道事業を持続し、いつでも

身近にあり親しまれる水道として、１００年先の未来へ確実に水のバトンを繋ぐためには、新た

な取組みに挑戦（チャレンジ）し、実現することで水道の理想像を築きあげていくことが重要と

なります。 

本計画では、次の４項目に挑戦し、水道の理想像を目指します。 

（１） 上水道未普及地域の解消推進 

上水道未普及地域対策として、新たに西部地区を中心とした民営簡易水道組合等の統合を

推進し、令和７年度までに４組合を統合することで、安全でおいしい水の供給地域拡大に挑

戦します。 

『基本方針１』 

 戦略目標２ 上水道未普及地域対策 
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（２） 水道施設情報管理システムの効果的運用 

水道施設情報管理システムは、次世代へ向けた維持管理ツールとして構築したものであり、

膨大な既存データの一元化を図り、知識・技術を次世代へ継承する効果的な方法を検討し業

務効率の向上に挑戦します。 

『基本方針２』 

 戦略目標１ 施設更新と維持管理の強化 

 

 
≪参考イメージ≫ 
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ふくしま水道事業ビジョン 

（３） 上水道加入促進と水需要減少対策 

水道加入金減免制度の導入（限定２年間）により、上水道が普及されている地域における自

家用水道からの上水道加入を促進するほか、大口使用者においては個別需給給水契約制度を

導入することで、使用水量の促進と地下水利用への切替を抑制し、水需要減少への対策を施

すことで、「水を売る」という視点を新たに取り入れて、経営基盤の強化に挑戦します。 

『基本方針３』 

 戦略目標１ 経営基盤の強化 

≪個別需給給水契約制度のイメージ≫ 

（４） 再生可能エネルギー導入の促進 

小水力発電の導入等、官民連携による再生可能エネルギー導入への促進については、本市水

道施設の優位性を生かした位置エネルギーの有効活用や遊休資産の土地活用等も含めたあら

ゆる可能性を検証・検討し、「チャレンジ２０５０ゼロカーボンふくしま市」としての役割を

担い、環境負荷の低減に挑戦します。 

『基本方針４』 

 戦略目標２ 環境負荷の低減 

≪小水力発電のイメージ≫ 

 

 

 

 

 

（注）過去一定月数平均使用水量の9割を基準水量とし、

それを超える水量を割引対象とする

実績
水量

平均
水量

平均
水量
の

９割

基準水量を超えた

水量を対象とする
月平均

基準水量

①従来通りの水量であれば、使用者は負担軽減

②料金単価減額により、水量増への刺激
割引水量

基準水量
（平均水量の９割）

配水池 

既存施設の水流 
を利用した発電 

発電機 

位置ｴﾈﾙｷﾞｰ 

の有効利用 

配水池 


